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技術カタログ
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大阪ガスケミカル フロンティア マテリアル研究所

【基本方針】
新たな「独自材料」・「独自価値」にこだわり、私たちが本当に望む未来の社会や
世界で類のない核心を突いた価値の創造に、大胆に挑戦し、
世界が目標に掲げるSDGsの達成にもチャレンジしていきます。

将来に向かって基盤とする中核の技術領域
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樹脂添加剤/電材向けケイ素材料 ポリシラン ①

ポリシランの構造 / 外観

Si-Si結合を主骨格に持ち、光反応性や高屈折率、高耐熱性などの様々な特徴を有しており、樹脂添加や
コーティング、パターニング用途に適用可能です。

●光反応性
●高屈折率
●高耐熱性

●酸化防止性能
●樹脂への相溶性
●防錆性能
●融着性能（オレフィン系）
●レベリング性能

SI-10シリーズ
（直鎖構造）

SI-20シリーズ
（ネットワーク構造）

●低誘電性
●高い撥水性
●高Si含有

ポリシランの特徴

UV照射による吸収スペクトル変化 耐熱黄変性

UVを192mJ/cm2照射することで、Si-Si結
合の吸収スペクトルである340nmが大幅に
吸光度が下がり結合が切れていることを示唆

照射量
（mJ/cm2）

SI-10-20を添加することで、黄変を抑制します。
ベース樹脂：ポリカーボネート（PC）
試験条件：100℃、650h
測定部厚み：3ｍｍ

エーテル 芳香族 エステル ケトン アルコール

THF トルエン PGMEA Ｃ-ヘキサノン MEK エタノール i-プロパノール

SI-10-10 ○ ○ ○ ○ ○ ✕ ✕

SI-10-20 ○ ○ ○ ○ ✕ ✕ ✕

SI-10-40 ○ ○ ― ― ○ ✕ ✕

グレード SI-10-10 SI-10-20 SI-10-40

分子量
※GPC（ポリスチレン換算）

代表データ

Mn 2,100 1,100 620

Mw 12,700 1,800 700

耐熱性（5％重量減） ℃ 335 358 ―

屈折率（598nm） ― 1.70 ― ―
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樹脂添加剤/電材向けケイ素材料 ポリシラン ②

ポリオレフィンへの融着性向上

酸化防止性能 樹脂コンパウンド

融着条件：160℃、120s、0.05Mpa加圧
試験方法：T型剥離試験
ポリプロピレン：フィルム厚0.5㎜

評価条件：4500h浸漬（10wt％塩化銀水溶液）
後、FT-IRにて評価。
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高分散導電材料 CNTコンパウンド

CNTコンパウンドの構造 / 外観

CNT/PCの高分散と高導電性の両立

2%CNT/PCコンパウンドのソリューション
OGCのカーボン分散技術を用いることで、CNT/PCコンパウンドに様々なソリューションをご提案することが可能です。
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高分散性樹脂補強材 フルオレンセルロース®ファイバー ①

フルオレンセルロースファイバーの構造

フルオレンセルロースファイバーの外観

フルオレンセルロースファイバーの用途例

有機溶媒や樹脂へ分散しやすいセルロースファイバーを、ドライ品・樹脂マスターバッチとして提供いたします。

セルロースファイバーは植物由来の高

強度材料であり、新たな補強材や増

粘剤として注目されています。しかし、

一般的なセルロースファイバーは有機

溶媒や樹脂への馴染みが悪いため、

分散が難しく補強材・増粘剤としての

機能を発揮する困難でした。

これに対して、フルオレン誘導体にて

修飾したセルロースファイバーは有機

溶媒や樹脂への馴染みを改善し、分

散性を高めています。サンプルとしてド

ライ品・樹脂マスターバッチを用意して

います。

【サンプルの種類】

・ドライ品

・樹脂マスターバッチ（標準30wt％濃度）

ポリアミド６、ポリアミド11、ポリアミド12、高密度ポリエチレン
ポリブチレンテレフタレート、ポリ乳酸

※その他の樹脂マスターバッチについては個別にご相談下さい。
なお、耐熱性等の都合により、作製できない樹脂もあります。
（加工温度240℃以下が目安。）

熱可塑性樹脂補強材
（ポリ乳酸、ポリアミド6など）

・弾性率、強度増加

・熱膨張率低下

・軽量化、耐摩耗性、

平滑性向上、リサイクル可能

（※無機フィラー比較）

熱硬化性樹脂補強材
（フェノール樹脂、エポキシ樹脂など）

・弾性率、強度増加

・熱膨張率低下

・軽量化、耐摩耗性、平滑性向上

（※無機フィラー比較）

インキ、塗料の増粘剤強材

・粘度の増加

・顔料の分散安定化

・チクソ性の付与
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高分散性樹脂補強材 フルオレンセルロース®ファイバー ②

フルオレンセルロースファイバーの特長

【溶媒への分散性（ドライ品）】

フルオレンセルロースファイバーの機能

疎水性のフルオレン基で表面
処理しており、様々な有機溶剤
や疎水性樹脂に分散できるため、
コンパウンド・コーティング用途への
展開が可能です。

【樹脂特性（樹脂マスターバッチ（30wt%濃度）を希釈して測定）】
フルオレンセルロースファイバーは広範な樹脂へ均一に分散し、補強効果や線膨張係数低下の効果が得られます。

※FLCF：フルオレンセルロースファイバー

フルオレンセルロースファイバー

の5％重量減少温度は277℃であり、

汎用樹脂や一部エンプラ（PA６など）

へ混錬できます。

フルオレンセルロースファイバーの繊維

径はサブミクロンオーダー（数100nm）

と非常に微細なため、樹脂に混ぜても

凹凸が目立ちません。

フルオレンセルロースファイバーは樹脂

へ均一に分散できます。
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流動性向上剤 OGSOL® MF-11

MF-11の特長

MF-11の機能

MF-11の適用樹脂例

ポリアミド（PA）、熱可塑性ウレタンエラストマー（TPU）
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光学フィルム OKP®-F

OKP-Fの構造 / 外観

OKP-Fの機能

OKP-Fの用途例
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抗菌抗ウイルス ナノコロイド分散液 ABCoat ®

ABCoatの構造 / 外観

白金/銀をナノコロイド化した水分散液です。
粒子の成分濃度は0.1wt％以下、平均

粒径は約100nmです。

抗菌抗ウイルス活性

抗ウイルス活性

抗菌活性

抗アデノウイルス抗単純ヘルペス

大腸菌
黄色ブドウ球菌

菌液とサンプル液を体積比5：95となるように混合し所定時間静置した後の
生菌数（生存率）を測定。

いずれのウィルスについても、1分で99.99％以上のウイルスを不活化

短時間で、大腸菌、黄色ブドウ球菌、単純ヘルペスウイルス、アデノウイルス、インフルエンザウイルス等を不活性さ
せます。

核酸：DNA 核酸：DNA

エンベロープあり エンベロープなし

ABCoat® (分散液)

時間(分)

生
存
率

(%
)

生
存
率

(%
)

時間(分)

生
存
率

(%
)

時間(分)

時間(分)

生
存
率

(%
)

ウイルス液とサンプル液を体積比5:95になるように混合し所定時間静置した後の
ウイルス力価（生存率）を測定。

Ag Pt

Ag

Pt
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水分散コーティング材料 チタニアゾル

チタニアゾルの特徴と機能

緻密なチタニア層が基板を保護

光触媒効果が強いにも関わらず、緻密
な膜を形成するため、基板を紫外線か
ら保護します

特徴と長所 粒子径 結晶構造 供給形態 pH

・光触媒性・透明性
・塗布性・紫外線遮蔽

3～5nm アナターゼ型 水分散液 2～3

塗膜断面のＳＥＭ写真

緻密な
チタニア層

1μm

チタニアゾルのTEM像

(刷毛)塗布したポリカーボネート樹脂板の親水性

■防曇性（超親水性）

UV照射時の接触角はほぼ０°であり暗所でも
市販のチタニアより低い接触角(8～9°)により
濡れ性を出現、効果の持続性にも優れます

■紫外線遮蔽性

■抗ウィルス性

基材 暗所４時間 ＵＶ照射４時間

無加工ガラス (効果なし) （効果なし）

チタニアゾル塗布 － 99.999%以上不活性化

バクテリオファージQβを使用した抗ウイルス試験（JIS R 1706）
(ガラス裏面からUV照射(UV強度：0.25mW/cm2))

UV光源

密着フィルム

ファージ液

チタニアゾル塗布試験体

高い透明性を保有するため、裏面からのUV照射に対
しても抗ウィルス性能を発現します

アクリル樹脂基板塗布板に対する紫外線照射影響

当社のチタニア(TiO2)ゾルは、高い光触媒活性を保有しつつ
透明性・紫外線遮蔽性を有し、塗布性・密着性に優れています

白濁・剥離 透明・密着

■光触媒による有機物の分解

市販チタニアナノ粒子に比較し短時間で色素
（有機物）を分解します

露光時間(min)

メチレンブルー分解試験※

基材にチタニア
ゾルを塗布

基材(ポリカ)のみ

当社チタニアゾル市販チタニア光触媒基盤(アクリル)のみ

※チタニアをガラス状に塗布し、メチレンブルーを吸着させたのちに紫外光を
照射し、透過率の回復を見る試験。本チタニアゾルがより多くのメチレンブ
ルーを吸着し、数倍の速度で分解している。
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化粧品原料 機能性無機微粒子 OVEILシリーズ

機能性無機微粒子の特長

OVEIL BR1
〔ベントナイト〕

OVEIL ER1
〔合成ケイ酸Na・Mg〕

OVEIL FR1～4※
〔含水ケイ酸+酸化Mg〕

OVEIL AR1～3※
〔アルミノケイ酸Na〕

OVEIL DR1
〔無水ケイ酸〕

OVEIL GR1～2※
〔含水ケイ酸〕

OVEIL CR1～3※
〔〔ケイ酸（Al・Ca・Na）〕

マイクロプラスチック代替

ソフトフォーカス シワ隠し ソフトフォーカス

高吸着

シワ隠し

崩壊性の有るスクラブ剤

水膨潤性

独自の高機能無機材料群で“新感覚”を提供します。

シワ隠し評価結果

【ソフトフォーカス性評価】
１）粉体とシリコーンオイルを重量化1：9で混合
２）PETシート上にバーコーター（No.9）を用いて厚さ20μmの塗膜を作製
３）塗膜に文字を印刷した紙に重ねて写真を撮影

【シワ隠し評価】
１）シワ模型（ビューラックス製No.4）に試験検体約10㎎（9-11㎎）をスポンジパフを用いて塗布
２）実体顕微鏡を用いて写真を撮影
３）中止部1㎝×1㎝の範囲について画像解析を実施

OVEIL ER１ ゲル強度

OVEIL ER1の単位結晶
水に分散すると、層間の
陽イオンに水が水和する
ことで層間距離が増加し
膨潤性を示します。

サスペンションを静置すると、透明なゲルに
なり、逆さにしても形状が保たれる程まで流
動性が失われます。

水膨潤性

シワ隠し

低吸油 高吸油 高吸油

シワ隠し

高吸油

ソフトフォーカス

マイクロプラスチック代替 マイクロプラスチック代替 肌への密着性向上

ダマになりにくい

高い白色度

チキソトロピー性を持つゲル低粘度

高粘度

低吸油 特徴的な光散乱 優れた展延性 異方性ある塗布性 着色力向上

ソフトフォーカス

※：粒径違いのグレードあり

Blank OVEIL AR3
（粒径10μm）

OVEIL GR2
（粒径5μm）

OVEIL CR1
（粒径3μm）
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【お問い合わせ】

https://www.ogc.co.jp/cgi-bin/contact/form.cgi?id=17

研究所HPお問い合わせフォーム：

お電話：
06-6467-1571（代表）
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